
一般社団法人岐阜県レクリエーション協会 中期計画２０２６－２０３０ 

○計画策定の背景と本計画の位置づけ 

岐阜県では、「ねんりんピック岐阜 2025」を通じて、スポーツ・文化・健康・福祉を一体的に体験できる取組が全県で展開され、若い世代の参画や心のこもったおもてなし、「ぎふモーニングプロ

ジェクト」などにより、岐阜県の魅力と「頑張らなくてもできる健康づくり」の価値が広く共有された。こうした取組の中で、誰もが気軽に参加できるレクリエーション、すなわち「ミナレク運

動」は、人と人をつなぎ、笑顔と交流を生み出す重要な役割を果たしてきた。 

一方、人口減少や少子高齢化の進行により、地域のつながりの希薄化や担い手不足、孤立や閉じこもりの防止など、日常生活に密接に関わる課題が各地で顕在化している。こうした中、これまで

推進してきたミナレク運動のように、地域の身近な活動や人と人とのつながりを生かした日常型のレクリエーションの重要性が一層高まっている。 

本中期計画は、ねんりんピック岐阜 2025 の成果をレガシーとして継承・発展させるとともに、これまで推進してきた 「第１期ミナレク運動」を次の段階へと発展させ、レクリエーションを日常生

活の中に根づかせていくための共通の土台として策定するものである。 

 

１ 目的＜ミッション＞ 

『レクリエーションを日常化し、健康長寿社会を実現する』 

当法人は、レクリエーションを通じて、県民一人ひとりの体・心・頭の健康づくりと人と人とのつながりを育み、誰もが生き生きと暮らせる健康長寿社会の形成に寄与することを使命とする。 

その実現に向け、年齢や性別、障がいの有無を問わず、日常生活の中で誰もが気軽に参加できる「第２期ミナレク運動」の普及と定着を図るとともに、県や市町村、関係団体と連携し、活動を支

える人材や組織の育成・支援を行い、持続可能なレクリエーション環境の構築を目指す。 

 

２ 中期展望＜ビジョン＞ 

【当協会が２０３０年に実現したい社会の姿】～ミナレク運動が日常になる岐阜 2030～ 

これまで約 10 年にわたり推進してきた「ミナレク運動」の取組を基盤として、2030 年には、県民一人ひとりが日常生活の中で自然にレクリエーションに親しみ、体・心・頭の健康を意識しなが

ら、世代や立場を超えて人とつながることが当たり前となっている社会の実現を目指す。 

そのため、ミナレク運動を「第２期ミナレク運動」へと発展させ、レクリエーションを暮らしの中に根づいた文化として広げていくとともに、年齢や性別、障がいの有無、地域を問わず、誰もが

さまざまな場面で「ミナレク運動」を通じて生き生きと過ごせる岐阜県を、県・市町村・関係団体とともに創り上げていく。 

 

３ 重点項目＜キーポイント＞ 

本中期計画では、ミナレク運動を「第２期ミナレク運動」として発展させ、その定着と持続的な展開を図るため、今後５年間に重点的に取り組む事項を「重点項目」として整理する。 

各重点項目は、ミナレク運動を広げ、つなぎ、支え、守るための視点から設定し、相互に関連づけながら一体的に推進する。 

広げる（１）レクリエーションの普及拡大 つなぐ（２）次の世代につなぐ仕組みづくり 

レクリエーションは、年齢や性別、障がいの有無を問わず、誰もが参加でき、人と人とのつながりを生み出

す力を持っている。当協会は、県民一人ひとりの生活の中にレクリエーションが自然に根づく社会の実現を目

指し、幼児から高齢者、障がいのある方、就業者、地域の集いの場に至るまで、幅広い対象と多様な場面にお

いてレクリエーションの普及拡大を図る。 

とりわけ、「ミナレク運動」を中核として県内全域へ継続的に展開し、日常生活の中で誰もが無理なく実践

できるレクリエーションが当たり前となる環境づくりを進める。 

レクリエーションを将来にわたり持続可能なものとするためには、次の世代を担う人材の育成と、活動を支

える仕組みづくりが不可欠である。当協会は、「ミナレク運動」を通じて、高校生・大学生をはじめとした若い

世代が、レクリエーションに関わる機会を提供する。 

あわせて、市町村レクリエーション協会や種目団体と連携し、世代を超えた交流と継承を大切にしながら、

地域に根ざした担い手が主体的に活動を展開できる体制を整え、次の世代へ確実につないでいく。 

支える（３）組織の基盤強化と環境整備 守る（４）インテグリティの推進 

レクリエーションの価値を社会に広げ、安定的かつ継続的に事業を展開していくためには、協会組織として

の基盤強化と活動環境の整備が重要である。当協会は、調査研究や効果検証の蓄積を通じて、レクリエーショ

ンの意義や効果を客観的に示すとともに、用具貸出事業や情報発信の充実により、誰もが取り組みやすい環境

づくりを進める。 

また、加盟団体や関係団体との連携を一層深め、組織体制の安定化と持続可能な運営を図ることで、「ミナ

レク運動」を支える基盤を強化し、社会から信頼される協会づくりを推進する。 

レクリエーション活動が安全・安心に行われ、誰もが気持ちよく参加できる環境を整えることは、県内のレ

クリエーション団体を統括する協会としての重要な責務である。当協会は、ガバナンスの強化やコンプライア

ンス意識の向上に取り組み、健全で適正な組織運営を徹底する。 

あわせて、暴言・暴力やハラスメント等の根絶に向けた啓発や確認を行い、レクリエーションの根幹にある

「楽しさ」「思いやり」「尊重」の価値を大切にしながら、信頼される活動環境を次の世代へ引き継いでいく。 



４ 成果目標 

本中期計画に掲げる４つの重点項目を着実に推進するため、２０３０年までに当協会が目指す到達点を「成果目標」として設定する。成果目標は、当協会が主体的に把握・管理できる指標を中心

に設定し、単年目標と実績に基づき進捗を把握・検証しながら事業運営に反映する。また、計画の推進状況等を踏まえ、必要に応じて成果目標の見直しや指標の追加を行う。 

なお、成果目標の進捗については毎年度評価を行い、次年度以降の事業運営に反映する。 

重点項目 2030 年成果目標 単年目標 実績 

（１）レクリエーションの 

普及拡大 

【指導者派遣】 

① 幼児、児童生徒学生、就業者、高齢者、障がい者、地域拠点（喫茶店等）へ、2030 年まで

に累計 2,250 回、累計 150,000 人、毎年県内全市町村に派遣する。 

→県内どこに住んでいても、年齢や立場を問わず、レクリエーションを体験できる機会が保障

されている状態を目指すための指標。 

450 回 

30,000 人 

【2022】419 回 22,970 人 

【2023】451 回 38,858 人 

【2024】479 回 31,718 人 

【2025】569 回 32,570 人 

※全市町村は未達成 

【ぎふレクリエーションフェスティバル】 

② 全体の参加人数を 2030 年までに累計 300,000 人以上にする。 

→レクリエーションを通じた交流やつながりが、県内各地で継続的・日常的に生まれている状

況を示す指標。 

参加人数 

60,000 人 

【2022】36,001 人  

【2023】62,380 人 

【2024】66,775 人 

【2025】83,626 人 

③ 「ミナレク運動の認知度」を 2030 年までに 80％以上にする。 

→ミナレク運動が一部の関係者に限らず、県民の日常生活の中で「知っている活動」として定

着している状態を目指すもの。 

－ 

【2022～2023】実施せず 

【2024】40.2％ 

【2025】45％ 

④ 交流大会を毎年 40 会場以上実施する。 

→レクリエーショナルスポーツや文化種目等、年齢・関心・体力の違いに応じた多様な参加の

選択肢を確保し、誰もが関われるレクリエーション環境を維持するための指標。 

－ 

【2022】37 会場 

【2023】36 会場 

【2024】31 会場 

【2025】21 会場 

⑤ 毎年全市町村で実施することを継続する。 

→地域間の格差を生まないよう、県内全域で均等にレクリエーション機会が提供されている

状態を維持することを目的とする。 

－ 【2022～2024】全市町村で実施 

（２）次の世代につなぐ 

仕組みづくり 

【高校、大学生の育成】 

⑥ 高校生および大学生を対象とした講習等を累計 250 回以上実施する。 

→若い世代が、レクリエーションを「参加する側」から「支える側」へと段階的に関わる機会

を継続的に確保するための指標。 

50 回 

【2022】27 回 

【2023】36 回 

【2024】32 回 

【2025】40 回 

⑦ 課程認定校を 2030 年までに 6校にする。 

→教育機関と連携し、レクリエーション人材の育成を継続的・体系的に行える基盤を県内に確

保することを目指す。 

－ 【2022～2024】5 校 

【市町村レクリエーション協会の担い手強化】 

⑧ ミナレク運動推進リーダーを 2030 年までに累計 1,000 人以上養成する。 

→特定の人に依存せず、各地域でレクリエーション活動が自走・継続できる体制を構築するた

めの人的基盤を示す指標。 

200 人 

【2022】222 人 

【2023】273 人 

【2024】275 人  

【2025】321 人 

⑨ ミナレク運動マスターリーダーを 2030 年までに累計 150 人以上養成する。 

→地域や団体の中核として、指導・育成・調整を担える人材を育て、活動の質と継続性を高め

ることを目的とする。 

30 人 

【2022】40 人 

【2023】28 人 

【2024】32 人 

【種目団体の担い手強化】 

⑩ 種目団体の指導者や会員等を 2030 年までに累計 250 人養成する。 

→各種目団体が継続的に活動できるよう、指導者・運営人材の裾野を広げることを目指す。 

50 人 無し 



 

重点項目 2030 年成果目標 単年目標 実績 

（３）組織の基盤強化と 

環境整備 

【調査研究の蓄積】 

⑪ レクリエーションの効果検証に関する論文や発表等を 2030 年までに累計 15 回行う。 

→レクリエーションの効果や価値を客観的に示し、行政や関係機関との連携を進めるための

根拠を蓄積する指標。 

3 回 

【2022】2 回 

【2023】1 回 

【2024】4 回 

【2025】5 回 

【レクの裾野拡大】 

⑫ レクリエーション用具の貸出を、2030 年までに貸出し用具数を累計 20,000 個、利用個人・

団体数を累計 2,500 団体へ行う。 

→地域や団体が主体的にレクリエーションを実施できる環境を整えるための指標。 

4,000 個 

500 団体 

【2022】856 個 171 団体 

【2023】2,438 個 420 団体 

【2024】2,810 個 411 団体 

【2025】3,863 個 481 団体 

⑬ ＳＮＳ配信を強化し、2030 年までに年間閲覧数を合計 1,000,000 回以上目指す。 

→情報が県民や関係者に広く届き、関心を持たれている状態を測る目安。 
－ 

【2022】- 

【2023】- 

【2024】31,174 回 

【2025】421,095 回 

【組織の基盤強化】 

⑭ 当協会加盟団体を 2030 年まで 70 団体以上を維持する。 

→協会活動を支える多様な団体との連携体制を安定的に維持し、継続的な事業運営を可能に

するための基盤指標。 

維持 
【2022～2023】70 

【2024～2025】71 

⑮ 岐阜県レクリエーション推進団体を 2030 年までに 750 団体にする。 

→レクリエーションを担う主体を県内に幅広く広げ、地域全体で支える体制を構築すること

を目的とする。 

30 団体 

【2022】584 

【2023】589 

【2024】615 

【2025】629 

⑯ 賛助会員を 2030 年までに 100 団体にする。 

→企業・団体との協働を進め、レクリエーションを社会全体で支える仕組みづくりを強化する

ための指標。 

20 団体 【2022～2025】2 

（４）インテグリティの推進 【ガバナンスの強化】 

⑰ 「スポーツ団体ガバナンスコード（独立行政法人日本スポーツ振興センター運営）」の自己

評価を 2030 年までに全て「Ａ」にする。 

→協会運営の透明性・公正性を高め、行政・関係団体・県民から信頼される組織であり続ける

ための基盤指標。 

－ 【2022～2025】11 項目のうちＡ/7、Ｂ/4 

⑱ 加盟団体を対象としたコンプライアンス研修を年１回実施する。 

→加盟団体と共通理解を図り、健全で適正な活動運営を継続的にするための取組。 
1 回 

【2022】0 

【2023】1 

【2024～2025】0 

⑲ プライバシーマークを 2028 年までに取得する。 

→個人情報を適切に管理する体制を整え、安心して関われる協会運営のための信頼性向上策。 
－ 無し 

【暴言暴力、ハラスメントの根絶】 

⑳  当協会加盟団体および公益財団法人日本レクリエーション協会公認指導者（岐阜県所属）

に対し、暴言暴力、ハラスメント等の有無のアンケートを年１回実施して「無」を目指す。 

→誰もが安心して参加・指導できる環境を維持するため、課題を可視化し、改善を継続してい

く姿勢を示す指標。 

無し 【2022～2025】毎年 1件以上の事案あり 

※年１回の進捗状況を確認する自己評価を実施する。 


